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野
菜
の
一
大
産
地
と
し
て
全
国

的
に
有
名
な
富
良
野
。
富
良
野
で

生
産
さ
れ
る
農
作
物
は
、
米
、
小

麦
、
タ
マ
ネ
ギ
、
人
参
、
馬
鈴
薯
、

ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ト
マ
ト
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
、
大
豆
、
小
豆
、
ゆ
り

根
、
秋
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ

ス
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ぶ
ど
う
、
て

ん
菜
（
ビ
ー
ト
）
な
ど　

品
目
以

７０

上
に
及
び
、
い
わ
ば
食
材
の
宝
庫
。

畜
産
・
酪
農
の
た
め
の
飼
料
作
物

や
土
づ
く
り
の
た
め
の
緑
肥
作
付

も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

約
８
０
０
戸
の
農
家
が
耕
地
面

積
９
３
０
０
ｈ
ａ
か
ら
産
出
す
る

農
業
生
産
額
は
、
年
間
１
８
０
億

円
に
達
し
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
野

菜
が
１
２
４
億
円
の　

・
４
％
、

６９

畜
産
・
酪
農　

・
０
％
、
麦
類
５
・

１２

６
％
、
て
ん
菜
な
ど
の
工
芸
作
物

４
・
３
％
、
米
４
・
１
％
（
農
林

水
産
省
平
成　

年
度
市
町
村
別
生

１６

産
農
業
所
得
統
計
）　

特
に
野
菜

の
生
産
額
は
全
道
一
で
、
全
国
で

も
愛
知
県
の
豊
橋
市
と
渥
美
町
、

埼
玉
県
深
谷
市
、
茨
城
県
鉾
田
町
、

熊
本
市
に
次
い
で
全
国
６
位
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

　

富
良
野
は
夏
と
冬
、
昼
と
夜
の

寒
暖
差
が
大
き
い
典
型
的
な
内
陸

性
気
候
。
こ
の
自
然
の
恵
み
と
農

業
者
の
た
ゆ
ま
な
い
研
鑽
は
、
糖

度
と
栄
養
が
満
点
の
「
ふ
ら
の
ブ

ラ
ン
ド
」
を
産
み
出
し
、
全
国
の

消
費
者
に
お
い
し
さ
と
安
全
・
安

心
、
そ
し
て
食
卓
に
潤
い
を
届
け

て
い
ま
す
。

富
良
野
は
食
材
の
宝
庫

野
菜
生
産
額
は
道
内
ト
ッ
プ
、
全
国
で
も
６
位

適
地
適
作
と
基
盤
整
備

厳
し
い
経
営
環
境
を
競
争
力
で
克
服
め
ざ
す

　

明
治　

年
（
１
８
９
９
年
）
に

３２

扇
山
の
操
上
貞
次
氏
が
「
石
狩
赤

毛
」
の
種
苗
を
作
付
し
玄
米
の
収

穫
に
成
功
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
る
富
良
野
地
方
の
稲
作
。
米
作

り
は
、
食
べ
る
だ
け
で
な
く
農
業

に
は
欠
か
せ
な
い
縄
、
俵
、
か
ま

す
な
ど
の
ワ
ラ
製
品
を
調
達
し
、

大
正
・
昭
和
時
代
に
入
る
に
つ
れ

て
水
田
経
営
は
、
林
業
や
畑
作
に

変
わ
る
富
良
野
地
方
の
基
幹
産
業

に
発
展
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
食
管
制
度
の
も
と
で

安
定
し
た
需
給
を
保
っ
て
い
た
コ

東谷 正さん（農業、布部）

「今年から始まった品目横断的経営

安定対策、さらにＷＴＯ・ＦＴＡ農

業交渉の状況を考えると農業を取

り巻く情勢は非常に厳しいものが

あります。しかし、自分は消費者に

満足感を与えるようなニーズに

あった農産物を生産し、売り方に工

夫をして提供していくことが活路

だと思っています。今後は地域保全

型法人や緑肥により営農環境を守

ることも重要になります。」

目
標
は
、『
大
地
の
恵
み
を
育
む
農
業
者
』
と

『
そ
れ
を
大
切
に
生
か
す
人
達
』
と
の
い
い
関
係

地
産
池
消
と
そ
の
先
に
あ
る
も
の
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富
良
野
農
業
が
大
切
に
し
て
い

る
の
は
、
水
と
土
。「
身
土
不
二

（
し
ん
ど
ふ
じ
）」
と
は
、
人
の
体

と
土
は
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
で
、
私
た
ち
が
生
活
す
る

の
と
同
じ
水
や
空
気
で
育
て
ら
れ

た
農
作
物
を
食
べ
る
こ
と
は
、
健

康
に
生
き
て
い
く
う
え
で
と
て
も

「
地
産
地
消
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
地
元
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
や
畜
産
物
、
農
産

加
工
品
を
地
元
の
人
た
ち
で
積
極
的
に
消
費
し
よ
う
」
と
い
う
運
動
で
す
。
買
い
物
に
行
け
ば
い
つ
で
も
ど
ん
な
も

の
で
も
手
に
入
る
便
利
で
豊
か
な
私
た
ち
の
食
生
活
。
そ
の
一
方
で
、
食
料
の
海
外
依
存
は
年
ご
と
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。　

％
ま
で
低
下
し
た
国
内
の
食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）、
食
品
の
安
全
や
信
頼
性
、
厳
し
さ
を
増

３９

す
生
産
農
家
の
経
営
な
ど
、
い
ま
、「
食
」
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
重
要
な
課
題
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
富
良
野
が
取
り
組
ん
で
い
る
農
業
の
実
態
を
学
び
、
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
通
じ
た
生
産
者
と
消

費
者
と
の
関
係
、
そ
し
て
、「
食
」
と
「
農
」
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

稲作とメロン栽培を中心に７haを経営する山部北星の石川さん一家。「今年は最高の出来。

これからも安全安心な農業をめざします」（右から則文さん、直子さん、憲人さん）

メ
市
場
が
昭
和　

年
こ
ろ
か
ら
余

４２

剰
と
な
り
、
国
が
全
国
一
律
の
減

反
政
策
を
打
ち
出
し
た
の
は
昭
和

　

年
。
昭
和　

年
に
は
終
わ
る
は

４５

５０

ず
だ
っ
た
コ
メ
の
生
産
調
整
は
現

在
も
続
い
て
い
ま
す
が
、
富
良
野

は
こ
の
転
作
を
契
機
に
野
菜
・
果

菜
へ
の
転
換
を
い
ち
早
く
進
め
て

き
ま
し
た
。
離
農
や
農
作
物
の
内

外
価
格
差
な
ど
の
課
題
を
抱
え
な

が
ら
も
、
富
良
野
の
気
候
に
あ
っ

た
適
地
・
適
作
の
取
り
組
み
や
土

地
改
良
事
業
、
構
造
改
善
事
業
、

先
進
的
・
革
新
的
な
生
産
技
術
体

制
の
強
化
、
担
い
手
の
育
成
な
ど

総
合
的
な
振
興
対
策
を
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
消
費
者
や
実
需
者

の
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
て
、
積
極

的
に
生
産
流
通
力
や
ブ
ラ
ン
ド
力
、

産
地
間
競
争
力
を
高
め
て
き
た
の

で
す
。

顔
の
見
え
る
産
地

安
全
安
心
を
届
け
る

Ｅ
Ｃ
Ｏ
フ
ー
ド
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街
の
真
ん
中
で
旬
を
告
げ
る
新

鮮
な
野
菜
が
並
ぶ
朝
市
、
そ
し
て
、

農
家
の
庭
先
や
道
路
に
並
ぶ
直
売

所
が
人
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
開
催
さ
れ
る
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
土
曜
朝
市
」（
６-  

　

月
、地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー「
ふ

１０ら
っ
と
」
駐
車
場
）
は
、
開
店
の

午
前
９
時
に
は
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
の
人
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
活

気
付
け
て
い
る
の
は
農
家
の
女
性

グ
ル
ー
プ
。
域
・
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
「
で
あ
い
」、「
ア
ル
カ
ネ
ッ

ト
」、「
朝
市
の
会
」
な
ど
の
み
な

さ
ん
が
朝
取
り
の
野
菜
や
切
花
、

染
物
な
ど
の
手
芸
品
、
ク
ラ
フ
ト

な
ど
を
持
ち
寄
り
、
市
民
と
顔
を

突
き
合
わ
せ
た
会
話
に
親
近
感
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
コ
ー
プ
山

部
店
で
も
毎
月
２
回
、
Ｊ
Ａ
の
地

元
女
性
部
が
立
ち
上
げ
た
ニ
コ
ニ

コ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
山
部
の
「
ゆ
う
ふ
れ
の

里
」、
扇
山
の
「
す
ば
る
の
里
」
な

ど
多
く
の
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
が
、

生
産
現
場
か
ら
消
費
者
に
地
産
地

消
の
情
報
を
活
発
に
送
り
続
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ふ
ら
の
を
食
べ
よ
う
！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て

実
施
し
た
「
食
の
コ
ン
テ
ス
ト
」

や
「
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
」「
漬
物

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
も
多
く
の
農

村
女
性
が
創
作
メ
ニ
ュ
ー
を
積
極

的
に
出
品
し
、
ア
イ
デ
ィ
ア
次
第

で
広
が
る
食
材
の
活
用
法
と
お
い

し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

活
発
で
勤
勉
な
農
村
女
性

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
土
曜
朝
市
」
も
定
着

朝市の会

藤田さん (左) と佐藤さん  

「自分たちの野菜は、減農薬で愛情

を込めて栽培。朝市では、朝の取り

立て野菜を提供しています。朝市の

魅力は消費者のみなさんとの会話。

中でも、何度も足を運んでくださる

方と親しくなり、野菜料理のアイ

ディアや知識の情報交換を行うこ

とで、私たちも進化させていただき、

生きがいにもなっています。」

大
切
な
こ
と
で
す
。

　

富
良
野
は
「
人
に
も
環
境
に
も

や
さ
し
い
農
業
」
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
私
た
ち
が
口
に
し
、

食
べ
残
し
た
も
の
は
、「
ご
み
」
で

は
な
く
「
堆
肥
」
に
生
ま
れ
変
り
、

流
通
で
き
な
い
農
産
物
も「
堆
肥
」

に
な
っ
て
、
農
家
の
土
づ
く
り
に

利
用
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
農
家
は

有
機
堆
肥
を
土
壌
に
還
元
し
、
農

薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
、
使

用
は
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
な

ど
、
環
境
と
の
調
和
を
大
切
に
し

た
農
業
を
し
っ
か
り
と
標
榜
し
て

い
ま
す
。

　

ふ
ら
の
農
協
で
は
、
野
菜
と
果

実
の
全
品
目
（
約　

種
類
）
に

５０

「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
を
付
け
、
消
費
者

が
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
機
能
を

使
っ
て
収
穫
や
出
荷
の
日
時
、
使

用
し
た
農
薬
の
種
類
や
回
数
な
ど

が
読
み
取
れ
る
栽
培
履
歴
情
報
を

充
実
さ
せ
る
な
ど
、
食
の
安
全
・

安
心
に
応
え
る
体
制
づ
く
り
も
進

め
て
い
ま
す
。

　

温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

二
酸
化
炭
素
を
し
っ
か
り
と
吸
収

し
、
大
気
の
浄
化
や
水
源
の
涵
養

に
も
貢
献
し
て
い
る
農
業
。
人
と

人
、
人
と
自
然
を
や
さ
し
く
繋
ぐ

の
は
、
農
業
の
こ
れ
か
ら
も
永
遠

に
続
く
古
く
て
新
し
い
役
割
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

土曜朝市、地域特産品フェア、ワインぶどう祭り、スーパーの産直コーナー

などで農産物を積極的に販売ＰＲし、消費者との接点を大切にする農村女性
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地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
、
給

食
に
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
１
日

３
０
０
０
食
を
賄
う
富
良
野
地
区

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、　

％
４０

を
目
標
に
し
て
い
た
地
元
食
材
の

使
用
率
が　

％
（
平
成　

年
度
）

４３

１７

に
ま
で
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

今
年
で
４
回
目
と
な
る
「
ふ
る
さ

と
給
食
週
間（　

月　

‐　

日
）」の

１０

２２
２６

期
間
中
は
、
地
域
関
係
者
の
協
力

を
得
な
が
ら
地
場
の
農
産
物
や
加

工
品
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
特
色

の
あ
る
献
立
を
用
意
し
た
り
、
学

校
農
園
で
収
穫
し
た
野
菜
を
使
用

す
る
な
ど
の
工
夫
を
加
え
て
、
児

童
生
徒
た
ち
に
「
食
」
の
大
切
さ

と
富
良
野
農
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
の
常
設
保

育
所
や
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
光
園

の
給
食
で
も
、
地
元
食
材
を
活
用

広
が
る
地
産
地
消
の
試
み

富
良
野
の
恵
み
「
い
た
だ
き
ま
ー
す
」

特集：地産池消とその先にあるも特集：地産池消とその先にあるものの

　

市
内
の
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
で
も
、
地
元
食
材
の
積
極
的

な
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。
市
が

平
成　

年
に
ま
と
め
た
市
内
飲
食

１８

店
、
宿
泊
業
者
の
地
元
産
品
活
用

調
査
に
よ
る
と
、
回
答
の
あ
っ
た

　

％
の
事
業
者
が
「
富
良
野
産
の

８４食
材
を
使
用
し
て
い
る
」
と
答
え

て
お
り
、
特
に
タ
マ
ネ
ギ
や
馬
鈴

薯
な
ど
を
通
年
使
用
し
て
い
る
割

合
が　

％
前
後
と
高
く
、
ま
た
、

５０

旬
の
季
節
に
な
る
と
ア
ス
パ
ラ
、

ト
マ
ト
、
メ
ロ
ン
、
人
参
、
カ
ボ

チ
ャ
、
大
根
な
ど
数
多
く
の
農
産

物
の
使
用
に
積
極
的
な
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

食
材
の
購
入
先
（
複
数
回
答
）

で
は
、
地
元
の
小
売
店
（　

％
）

２１

や
ス
ー
パ
ー
（　

％
）
の
ほ
か
、

７２

農
家
か
ら
直
接
購
入
（　

％
）
し

７５

た
り
自
家
栽
培
（　

％
）
し
て
い

２５

る
割
合
が
高
い
こ
と
に
も
大
き
な

特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

富
良
野
産
の
活
用
を
意
識
し
た

メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
に
も
熱
心
（　
６８

％
）
で
、「
新
鮮
」「
お
い
し
い
」

「
付
加
価
値
」「
安
い
」
を
そ
の
理

由
に
挙
げ
、　

％
が
「
も
っ
と
地

９７

元
産
を
使
い
た
い
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
大
き
な
役
割
が
期

待
さ
れ
る
飲
食
店
や
ホ
テ
ル
・
旅

館
の
取
り
組
み
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
生
産
者
サ
イ
ド
か
ら
の

「
新
鮮
な
情
報
」を
望
む
声
も
数
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

宿
泊
･
飲
食
店
も
積
極
的

　
％
が
「
地
元
の
食
材
を
も
っ
と
使
い
た
い
」

９７
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
カ
レ
ー
に
よ
る
街
の
活

性
化
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
る

「
食
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
研
究
会
」

（
飯
沼
巌
会
長
）
で
は
、
農
業
、
商

業
、
消
費
者
（
市
民
・
観
光
客
）

の
３
つ
の
資
源
を
連
携
さ
れ
る
た

め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
カ
レ
ー
」

を
取
り
上
げ
、
地
元
産
に
こ
だ

わ
っ
た
富
良
野
の
食
と
観
光
を
全

国
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り
」も

今
年
か
ら
メ
イ
ン
会
場
を
富
良
野

駅
前
北
公
園
な
ど
に
会
場
を
移
し
、

街
の
真
ん
中
で
地
場
の
新
鮮
な
食

材
や
加
工
食
品
な
ど
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

学校給食メニューに地元食材の活用が積極的に進められています（東小学校２年１組）
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農
業
・
農
村
の
役
割
と
価
値
を

見
出
し
て
農
村
を
活
性
化
し
て
い

く
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
新
基
本
法
は
、

総
合
的
な
政
策
体
系
の
中
に
こ
う

し
た
動
向
を
未
来
に
と
り
込
み
な

が
ら
再
構
築
さ
れ
た
も
の
と
も
い

え
ま
す
。

　

富
良
野
市
は
、
全
国
に
農
作
物

を
安
定
供
給
す
る
農
業
地
域
と
し

て
の
役
割
に
加
え
て
、
食
農
教
育
、

農
業
体
験
を
中
心
と
し
た
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
地
産
地
消
、

生
産
者
の
顔
が
見
え
る
農
産
物
づ

く
り
の
推
進
に
よ
っ
て
、
地
域
経

済
を
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
地
域
で
す
。

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
四
季
折
々
の
彩

り
を
な
す
田
園
景
観
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」
な
ど
に
よ

り
毎
年
２
０
０
万
人
を
超
え
る
観

光
客
が
富
良
野
市
を
訪
れ
て
い
ま

す
が
、
近
年
は
「
団
体
観
光
か
ら

個
人
観
光
」
へ
、「
見
る
観
光
か
ら

体
験
す
る
観
光
」
へ
と
形
態
が
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
富
良
野
の
こ
れ
か
ら

快
活
･
開
放
的
な
地
域
性

大
切
に
し
て
い
き
た
い
富
良
野
ら
し
さ
と
季
節
感

富
良
野
市
の
農
産
加
工

特
産
品
で
富
良
野
の
農
業
と
食
の
魅
力
を
発
信

　

か
つ
て
一
村
一
品
運
動
と
言
わ

れ
て
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
地
場

の
産
物
を
活
用
し
た
産
業
興
し
。

そ
の
優
等
生
と
い
わ
れ
た
富
良
野

市
で
ワ
イ
ン
の
醸
造
が
開
始
さ
れ

た
の
は
昭
和　

年
、
今
か
ら　

年

４７

３５

前
に
な
り
ま
す
。
農
家
経
営
の
安

定
を
図
る
た
め
に
、
農
耕
に
不
向

き
な
石
れ
き
傾
斜
地
を
利
用
し
た

ぶ
ど
う
栽
培
の
試
験
や
醸
造
研
究

の
成
果
は
、
余
剰
乳
対
策
と
し
て

生
産
開
始
し
た
牛
乳
・
チ
ー
ズ
と

並
ん
で
、
富
良
野
を
代
表
す
る
地

域
特
産
品
と
し
て
「
食
」
の
魅
力

を
発
信
し
、
全
国
的
に
富
良
野
の

イ
メ
ー
ジ
を
高
め
な
が
ら
、
農
業

振
興
だ
け
で
な
く
、
観
光
、
商
工

業
と
の
連
携
を
築
き
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し

た
。

　

地
場
大
手
の
デ
イ
ジ
ー
食
品
工

業
㈱
で
も
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
の

ピ
ク
ル
ス
や
缶
詰
、
ト
マ
ト
な
ど

の
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
、
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
な
ど
の
缶
詰
製
品
な
ど
が
、

ま
た
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
で
も
氷
温
漬

物
や
ソ
ー
ス
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
製
造
し
全
国
に
出
荷
す
る
な
ど
、

地
場
農
産
物
の
付
加
価
値
と
産
業

形
成
に
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
特
産
品
を
製
造

販
売
す
る
業
者
な
ど
で
組
織
す
る

　

農
業
と
地
域
と
の
関
わ
り
は
今

後
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
の

で
し
ょ
う
か
。
わ
が
国
の
農
政
は

「
農
業
基
本
法（
昭
和　

年
制
定
）」

３６

か
ら
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
（
平
成　

年
制
定
）」
に
大
き
く

１１

変
遷
し
て
き
て
い
ま
す
。
農
業
生

産
性
の
向
上
と
農
産
物
の
流
通
合

理
化
な
ど
を
基
本
と
し
て
進
ん
で

き
た
従
来
の
農
政
は
、
時
代
の
趨

勢
と
と
も
に
一
方
で
は
、
①
食
生

活
の
多
様
化
に
よ
っ
て
コ
メ
の
消

費
が
減
退
し
、
畜
産
物
や
油
脂
な

ど
の
増
加
す
る
食
料
需
要
に
対
応

で
き
な
い
こ
と
か
ら
食
料
自
給
率

が
低
下
し
、
②
農
業
者
や
農
地
面

積
の
減
少
に
よ
っ
て
増
加
し
た
耕

作
放
棄
地
が
有
効
利
用
さ
れ
ず
、

③
生
産
生
活
の
場
で
あ
る
農
村
は
、

高
齢
化
の
進
行
と
人
口
の
減
少
に

食
料
･
農
業
･
農
村
基
本
法

食
料
の
安
定
供
給
、
農
村
の
振
興
な
ど
重
視
へ

よ
っ
て
地
域
社
会
の
維
持
が
困
難

な
集
落
が
全
国
に
相
当
数
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
大
き
な
課

題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

新
た
な
基
本
法
は
、
農
業
の
持

続
的
発
展
の
ほ
か
に
、
①
食
料
の

安
定
供
給
、
②
農
業
の
多
面
的
機

能
の
発
揮
、
③
農
村
の
振
興
の
３

つ
の
視
点
を
新
た
に
、
農
政
推
進

の
基
本
理
念
に
加
え
た
こ
と
に
大

き
な
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
国
民
が
期
待
す
る
安
全
安
心

な
食
料
の
供
給
、
国
土
や
環
境
の

保
全
、
農
村
文
化
の
伝
承
、
生
産

者
と
消
費
者
の
交
流
な
ど
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業

の
振
興
発
展
と
都
市
と
農
村
と
の

共
生
を
可
能
に
し
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

富
良
野
市
物
産
振
興
会
（
高
岡
一

男
会
長
）
は
、
食
材
な
ど
地
場
資

源
を
活
用
し
た
製
品
の
研
究
開
発

を
続
け
る
一
方
、
道
内
外
の
百
貨

店
催
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

富
良
野
市
の
物
産
と
観
光
の
Ｐ
Ｒ

に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
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地
域
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら

え
た
生
産
活
動
、
そ
し
て
、
地
域

で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
地
域
で

消
費
し
よ
う
と
す
る
両
面
性
を
持

つ
地
産
地
消
の
取
り
組
み
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
食
」
と
「
農
」。
そ
こ

に
は
自
然
、
景
観
、
環
境
、
緑
、

人
、
創
造
、
文
化
、
交
流
、
魅
力
、

安
全
、
安
心
、
信
頼
、
活
気
と
い
っ

た
も
の
が
見
え
隠
れ
し
な
が
ら
、

富
良
野
が
描
か
れ
て
き
ま
す
。
富

良
野
を
都
市
と
農
村
の
交
流
の
場

と
し
て
捉
え
れ
ば
、「
地
産
」
の
産

物
は
富
良
野
そ
の
も
の
で
あ
り
、

「
地
消
」の
消
費
者
は
市
民
と
事
業

者
プ
ラ
ス
観
光
客
に
ま
で
広
が
り
、

富
良
野
そ
の
も
の
を
活
用
す
る
取

り
組
み
に
も
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

能
登
芳
昭
市
長
は
、「
富
良
野
へ

の
関
心
は
、
食
と
農
、
自
然
、
環

境
と
い
っ
た
も
の
を
中
心
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ニ
ー

ズ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
『
攻
め

の
姿
勢
』
で
地
域
活
性
化
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
。『
富
良
野
で
農
業

を
し
て
み
た
い
』『
自
家
菜
園
の
で

き
る
住
宅
を
探
し
て
い
る
』
と

い
っ
た
照
会
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

移
住
定
住
の
総
合
相
談
窓
口
を
企

画
振
興
課
に
置
い
て
、
全
庁
的
に

対
応
で
き
る
体
制
で
臨
ん
で
い
ま

新
た
な
農
村
観
光
都
市
へ

食
農
体
験
や
環
境
教
育
の
場
と
し
て
内
外
に
開
放

す
」
と
言
い
、「
懸
案
だ
っ
た
樹
海

東
小
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、『
ふ
ら
の
食
農
体
験
構
想
』

が
地
域
再
生
計
画
（
※
）
と
し
て

内
閣
府
の
認
定
を
受
け
た
の
で
、

こ
の
秋
か
ら
民
間
事
業
者
に
よ
っ

て
準
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
農
業
の
担
い

手
を
育
成
す
る
教
育
の
場
、
食
農

教
育
の
場
、
ま
た
、
農
業
・
農
産

加
工
な
ど
の
体
験
学
習
の
場
と
し

て
活
用
す
る
も
の
で
、
来
年
か
ら

順
次
事
業
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で

す
か
ら
、
地
元
雇
用
も
期
待
で
き

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
を
受
け
た
も
う
一

つ
の
地
域
再
生
計
画
『
長
期
滞
在

型
ふ
ら
の
観
光
』
構
築
計
画
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
進
め
る
環
境
教
育

な
ど
の
啓
発
・
実
践
を
国
の
市
民

活
動
団
体
等
支
援
総
合
事
業
に
載

せ
て
進
め
て
い
く
ほ
か
、
富
良
野

市
内
で
の
長
期
滞
在
を
軸
と
し
た

観
光
振
興
計
画
を
策
定
し
て
い
く

も
の
で
す
。

　

市
長
は
、「
市
と
観
光
協
会
、
商

工
会
議
所
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
お

こ
し
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
北
大

な
ど
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
長
期

滞
在
の
推
進
を
め
ざ
し
た
計
画
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
の
中
で
、
食
の
観
光
や
体
験
観

光
、
森
林
や
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

活
用
し
た
自
然
観
察
体
験
、
エ
コ

体
験
な
ど
、
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を

提
起
し
、
都
市
と
農
村
の
交
流
拠

点
と
し
て
の
農
村
観
光
都
市
の
形

成
に
先
手
を
打
っ
て
い
き
ま
す
」

と
語
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◇

　
「
食
」
と
「
農
」、
そ
し
て
、
そ

れ
を
し
っ
か
り
育
て
て
き
た
富
良

野
の
自
然
と
市
民
の
営
み
。

　
「
食
」
と
「
農
」
は
、
富
良
野
を

活
性
化
さ
せ
る
可
能
性
を
実
感
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
、
全
国
に
人
と

社
会
の
結
び
つ
き
の
大
切
さ
を
発

信
す
る
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
魅
力
に
、

環
境
に
対
す
る
配
慮
・
や
さ
し
さ
、

農
業
の
営
み
が
実
感
で
き
る
生
活

の
丘
と
開
放
的
な
農
村
、
四
季
の

暮
ら
し
方
と
工
夫
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱
が
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
平
成　

年
）

１４

で
は
、「
空
気
の
理
想
郷
＝
心
地
よ

い
空
気
が
流
れ
て
い
る
と
思
う
場

所
」
で
富
良
野
市
が
日
本
一
に
な

り
、
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研
究

所
が
実
施
し
て
い
る
「
地
域
ブ
ラ

ン
ド
調
査
２
０
０
６
」
で
は
、
富

良
野
市
が「
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」

地
域
再
生
計
画
（
※
）
地
域
経
済

の
活
性
化
と
雇
用
の
創
造
に
よ
る
地

域
活
力
の
再
生
を
目
的
と
し
た
地
域

再
生
法
に
基
づ
く
も
の
で
、
地
域
住

民
や
民
間
事
業
者
の
自
主
的
・
自
立

的
な
計
画
を
市
町
村
が
地
域
再
生
計

画
と
し
て
申
請
し
、
国
が
認
定
す
る

も
の
。
補
助
対
象
施
設
の
転
用
手
続

き
の
特
例
、
民
間
事
業
者
へ
の
課
税

の
特
例
な
ど
の
支
援
措
置
が
あ
る
。

ま
た
、
法
と
は
別
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

へ
の
支
援
措
置
な
ど
が
地
域
再
生
計

画
と
連
動
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。

で
全
国
６
位
、
イ
メ
ー
ジ
要
素
と

し
て
の
「
環
境
に
や
さ
し
い
」「
豊

か
さ
を
感
じ
る
」
で
は
全
国
１
位
、

「
安
心
で
き
る
」
で
２
位
、「
憧
れ

が
あ
る
」５
位
、「
親
し
み
が
あ
る
」

９
位
。
観
光
資
源
に
対
す
る
評
価

で
は
「
自
然
や
緑
が
豊
か
」
で
全

国
１
位
に
な
る
な
ど
、
私
た
ち
が

大
切
に
し
て
き
た
富
良
野
ら
し
さ

や
季
節
感
、
消
費
者
の
信
頼
に
応

え
る
た
め
の
に
努
力
し
て
い
る
生

産
現
場
へ
の
評
価
と
い
っ
た
も
の

を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

特集：地産池消とその先にあるも特集：地産池消とその先にあるものの

農業体験は「食」や「作物を育てる大切さ」を学ぶ貴重な機会。

（地域の農家の協力で行われた扇山小学校の体験学習）
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 地域活動レポート⑩

日
の
出
町
連
合
会

　

日
の
出
連
合
町
内
会
（
塩
尻
博

明
会
長
）
で
は
、
親
睦
と
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
始
め

夫
婦
で
熱
中
し
て
い
る
塩
尻
会
長

は
「
毎
年
９
月
に
開
く
大
会
を
目

標
に
み
ん
な
練
習
し
て
い
ま
す
。

大
会
を
面
白
く
す
る
た
め
、
上
手

な
人
に
は
ハ
ン
デ
ィ
を
た
く
さ
ん

付
け
る
の
で
、
誰
が
優
勝
す
る
か

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
楽
し
い
の

で
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

日
の
出
地
区
は
連
合
会
の
活
動

が
あ
ま
り
活
発
で
な
か
っ
た
地
域

で
す
。「
み
ん
な
で
何
か
し
よ
う
」

と
開
店
前
の
時
間
を
活
用
し
て

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
の
が
７

年
前
。
今
で
は
５
月
か
ら　

月
、

１０

第
１
・
第
３
土
曜
日
、
午
前
７
時

か
ら
午
前
８
時
半
ま
で
、
毎
回　
１５

人
程
が
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
練
習
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
手
軽
な
運
動

と
し
て
人
気
が
あ
り
、
誰
で
も
無

理
な
く
、
ク
ラ
ブ
と
ボ
ー
ル
が
あ

れ
ば
プ
レ
ー
で
き
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
で
き
る
運
動
で
す
。

　

当
初
か
ら
連
合
会
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
を
担
当
し
て
い
る
白
倉

明
さ
ん
は
「
近
く
に
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
あ

る
の
で
、
す
ぐ
い
け
る
の
が
い
い

ね
。
最
近
は
夫
婦
で
参
加
す
る
人

が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
」
と

徐
々
に
仲
間
が
ふ
え
て
き
て
い
る

と
語
り
ま
す
。

　

毎
回
、
プ
レ
ー
前
に
は
、
横
尾

博
一
さ
ん
の
指
導
で
、
ラ
ジ
オ
体

操
を
軽
く
し
た
よ
う
な
膝
と
腰
の

屈
伸
運
動
、
通
称
「
横
尾
体
操
」

を
行
う
こ
と
が
地
域
の
習
慣
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
怪
我
防
止
の
た

地
域
の
親
睦
と
健
康
づ
く
り
に
は

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
が
一
番

め
膝
と
腰
を
入
念
に
準
備
運
動
し

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

塩
尻
会
長
は
「
仲
間
と
の
プ

レ
ー
は
本
当
に
楽
し
い
け
ど
、
濃

い
緑
の
芝
生
の
上
を
ゆ
っ
く
り
歩

く
の
が
と
っ
て
も
気
持
ち
い
い
ん

だ
。
歩
く
の
は
健
康
に
い
い
し
、

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
に
声
を
か
け

て
仲
間
づ
く
り
を
続
け
ま
す
」
と

語
り
ま
す
。

パークゴルフの前に全員で怪我防止のため、膝と腰を中心に準備運動

連合会・町内会の話題をお知らせください。

年１回の大会を楽

しみにパークゴル

フに励みます。

芝生の上でプレーするのが気持ちよい
と話す日の出町のみなさん



9 こうほう No.553

扇
町
南
町
連
合
会

　

扇
町
南
町
連
合
会
（
野
村
卓
國

会
長
）
は
、
扇
町
第
１
町
内
会
か

ら
扇
町
第
４
町
内
会
と
南
町
町
内

会
の
５
町
内
会
で
組
織
さ
れ
、
毎

年
、
春
と
秋
に
地
域
の
交
流
と
健

康
の
た
め
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
い
て
い
ま
す
。

　

昭
和　

年
か
ら
続
い
て
い
た
町

50

内
会
対
抗
の
「
連
合
町
内
会
大
運

動
会
」
は
、
会
員
の
高
齢
化
と
少

子
化
で
チ
ー
ム
を
作
れ
な
い
町
内

会
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
平
成

　

年
を
最
後
に
中
止
に
な
り
ま
し

１５た
。

　

翌
年
か
ら
は
健
康
運
動
を
目
的

に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、

今
年
度
か
ら
春
６
月
、
秋　

月
の

10

年
２
回
、
大
会
を
開
催
し
、
会
員

の
親
睦
と
健
康
保
持
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
「
富
良
野
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
た
の
が
大
き

い
ね
。
外
の
空
気
が
胸
い
っ
ぱ
い

吸
え
る
し
、
コ
ン
ペ
も
や
り
や
す

い
。
手
軽
な
健
康
づ
く
り
と
し
て

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
取
り
組
み
や
す

い
」
と
野
村
会
長
は
語
り
「
冬
の

体
力
づ
く
り
が
課
題
で
す
。
堤
防

が
除
雪
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
的
な
も
の
を

検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
冬
の
健

康
づ
く
り
も
考
え
て
い
ま
し
た
。

麓
郷
振
興
会

　

麓
郷
地
区
は
麓
郷
振
興
会
（
目

黒
英
治
会
長
）
が
中
核
と
な
っ
て

各
団
体
と
連
携
し
て
地
域
活
動
を

行
っ
て
い
る
地
域
で
す
。
今
年
か

ら
「
老
人
ク
ラ
ブ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
」
と
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

を
新
た
に
開
催
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
の
親
睦
と

健
康
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
麓
郷
老
人
ク
ラ
ブ
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
愛
好
会
が
中
心
と
な
っ
て
呼
び

掛
け
、　

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

７０

た
。

　

東
部
地
区
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

完
成
と
同
時
に
結
成
さ
れ
た
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会
（
熊
�
健
治
会

長
、
会
員　

名
）
は
、
パ
ー
ク
ゴ

55

ル
フ
場
の
維
持
管
理
を
自
主
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
毎
週
２
回
、
３

人
で
草
刈
り
を
行
い
、
年
３
回
、

全
員
で
大
規
模
な
草
刈
り
を
行
っ

て
、
い
つ
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を

き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。
熊
�
会

長
は
「
麓
郷
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

地域コミュニティ３２

は
地
域
の
年
配
者
に
と
っ
て
生
き

が
い
づ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
配
者
の
健
康
づ
く
り
に
は
か
か

せ
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
で
で
き
る

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
は
自
分

た
ち
で
続
け
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

　

第
１
回
麓
郷
地
区
親
睦
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
は
地
域
の
若
い
人
が

集
ま
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
、

麓
郷
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
第
１
部
で
は
小
学
生
と

「
じ
さ
ま
チ
ー
ム
」
の
対
抗
試
合
、

第
２
部
で
は
地
域
の
若
者
３
チ
ー

今年からパーク

ゴルフ大会を年

２回に拡大

今冬はウォーキングも検討
したいと話す野村会長

麓郷振興会を中

心に各事業が動

き出します。

若い人も参加して好評だった初めてのソ
フトボール大会

ム
で
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

会
の
後
の
懇
親
会
で
は
若
い
人
も

多
く
集
ま
り
地
域
住
民
の
交
流
が

深
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
麓
郷
地
域
に
嫁

い
で
来
た
女
性
た
ち
は
「
今
回
の

よ
う
な
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
交
流
で
多
く
の
人
と
知

り
合
い
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

目
黒
会
長
は
「
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
新
し
い
住
民
が
地

域
に
馴
染
ん
で
も
ら
え
れ
ば
い
い

な
」
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
麓
郷
振
興
会
で
は
地
域

を
元
気
に
す
る
た
め
「
地
域
振
興

課
」
を
設
け
移
住
者
の
受
け
入
れ

に
も
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

麓
郷
振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.geocities.jp/fura

        
 
 
                  -  

norokugo

        /  

昨年オープンした麓郷地区のパークゴ
ルフ場でプレーする地域のみなさん

コミュニティ活動推進員が
地域活動をサポートします

地域の連合会活動を支援するため、
市では各連合会に課長職などをコ
ミュニティ活動推進員として配置し
ています。地域での会合や事業の推
進、日常的な地域の課題解決の際な
どに推進員と積極的に連携しながら、
地域活動を進めてください。
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人奥
村
　
一
美
さ
ん

　
　
　
　
　
～
朝
日
町
～

  富
良
野
の
自
然
は
心
を
落
ち
着
か
せ
る

日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。「
自
分
が
疲
れ

て
い
る
こ
と
さ
え
気
づ
か
な
い
の
が
都
会

の
暮
ら
し
」

　

医
療
従
事
者
と
し
て
体
の
健
康
だ
け
で

な
く
、
心
の
健
康
も
必
要
と
考
え
、
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
資
格
を
取
得
。「
ハ
ー
ブ

や
精
油
の
香
り
で
、
心
の
健
康
を
日
常
生

活
に
い
か
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

話
し
ま
す
。

　

心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
心
臓

の
鼓
動
の
よ
う
な
心
地
よ
い
揺
れ
と
言

わ
れ
る
『
１
／
ｆ
の
ゆ
ら
ぎ
』
を
「
富

良
野
の
風
や
空
気
な
ど
の
自
然
に
感
じ

ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

奥
村
さ
ん
が
作
る
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯

り
に
も
富
良
野
の
自
然
と
同
じ
「
１
／

ｆ
の
ゆ
ら
ぎ
」
が
あ
り
ま
す
。「
富
良
野

の
色
と
香
り
を
統
合
し
て
、
ラ
ベ
ン

ダ
ー
や
ミ
ン
ト
な
ど
の
富
良
野
素
材
を

使
っ
た
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
が
癒
し
と

香
り
と
彩
り
を
か
も
し
出
し
て
い
ま

す
」

　

キ
ャ
ン
ド
ル
を
お
風
呂
で
楽
し
ん
で

ほ
し
い
と
薦
め
て
い
ま
す
。「
香
り
が
楽

し
め
、
水
が
あ
る
の
で
安
心
。
親
子
で

お
風
呂
に
入
る
と
親
子
の
会
話
が
楽
し

め
ま
す
」

　

ふ
ら
の
野
菜
か
ら
環
境
に
や
さ
し
い

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
に
も
挑
戦
し
た
い
と

夢
を
語
り
ま
す
。「
農
家
が
元
気
で
な
い

と
富
良
野
の
風
景
は
ダ
メ
に
な
り
ま
す
。

少
し
で
も
農
家
の
役
に
立
ち
た
い
の

で
」

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

奥
村
さ
ん
の
趣
味
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

踊
る
こ
と
と
言
い
ま
す
。「
ハ
ワ
イ
で
フ

ラ
は
自
然
を
表
し
ま
す
。
富
良
野
に

ぴ
っ
た
り
で
す
。
花
畑
や
丘
の
上
で
踊

る
と
心
身
と
も
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
富

良
野
だ
か
ら
い
い
の
で
す
」

富良野に移る
「キャンドルの灯りで一人の時間を大切にしてほしい」
と話す奥村一美さん

⑥
　
「
富
良
野
の
広
い
空
や
美
し
い
色
に

癒
さ
れ
ま
す
」
と
５
年
前
、
大
阪
か
ら

移
り
住
ん
だ
奥
村
一
美
さ
ん
。
中
心
街

活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
・
ふ
ら
っ
と
）

で
手
づ
く
り
キ
ャ
ン
ド
ル
工
房
を
開
業

し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
で
は
看
護
師
と
し
て
忙
し
い

山
川
草
木
を
育
て
る
集
い

　
　
　
　
　
「
ア
キ
グ
ミ
の
収
穫
祭
」

　

ア
キ
グ
ミ
の
こ
み
ち
を
歩
き
、
赤
く
熟
し
た
実
の

摘
み
と
り
を
楽
し
み
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
臥　

午
前
９
時
→　

時

１０

２０

１１

　
　
　
　
（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ　

新
空
知
大
橋
そ
ば
の
河
川
敷
（
市
街
地
側
）

参
加
料　

無
料

そ
の
他　

申
込
み
は
不
要
で
す

の
で
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
服
装
は
当
日
の
天
候
や
野

外
活
動
に
適
し
た
も
の
で

架
博
物
館   
拶
４
２
‐
２
４
０
７

配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
改
正
に
つ
い
て

　

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成　

年
１
月　

日
か
ら

20

１１

変
わ
り
ま
す
。

　

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
、
市
町
村
に
対
す
る
基
本
計

画
策
定
の
努
力
義
務
等
を
定
め
た
、
配
偶
者
暴
力
防
止

法
の
一
部
改
正
法
が
、
平
成　

年
の
通
常
国
会
で
成
立

１９

し
、
７
月　

日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

１１

改
正
の
主
な
内
容

○
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

虚
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
脅
迫
を
受
け
た
被
害
者

　

に
係
る
保
護
命
令

許 
電
話
等
を
禁
止
す
る
保
護
命
令

距
被
害
者
の
親
族
等
へ
の
接
近
禁
止
命
令

○
市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
の
努
力
義
務
等

　

内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
者
支
援
情

報
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.gender.go.jp/e

vaw
/index.

        
 
 
               
‐ 
  
       htm

   

l  

　
　
　
　
  　

架
環
境
生
活
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
８
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み
ん
な
が
幸
せ
に
な
れ
た
ら

　
　
　
富
良
野
東
中
学
校
　
１
年
　
小
酒
井
　
彩
香

　「
戦
争
｣
 今
ま
で
私
は
、
遠
い
昔
の
事
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。
だ
が
、
広
島

に
行
っ
て
き
た
今
、「
戦
争
を
遠
い
昔
の
記
憶
に
し
て
は
い
け
な
い
。」
そ
う
思
っ

た
。
　
原
爆
資
料
館
を
見
て
き
た
。「
と
て
も
怖
い
。」
ウ
ワ
サ
で
は
そ
う
聞
い
て
い
た

が
、「
そ
の
割
に
は
た
い
し
た
事
な
い
な
。」
は
じ
め
は
そ
う
思
っ
て
い
た
。
け
れ

ど
、
本
館
の
方
を
見
て
、
何
も
言
え
な
く
な
っ
た
。
悲
し
く
て
、
苦
し
く
て
。

　
本
館
に
は
、
実
際
に
被
爆
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
人
達
の
遺
品
が
展
示
し
て
あ
っ

た
。
主
に
そ
の
時
着
て
い
た
服
が
多
か
っ
た
。
私
は
そ
の
中
で
、
私
と
同
じ
年
代

の
人
達
の
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。
ど
れ
も
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
穴
が
あ

い
て
い
て
、
所
々
焦
げ
て
い
る
。「
も
し
、
私
の
友
達
や
大
切
な
先
輩
達
が
こ
ん

な
目
に
あ
っ
て
い
た
ら
。」
考
え
る
だ
け
で
も
悲
し
く
て
、
切
な
く
て
、
泣
き
そ

う
に
な
っ
た
。

　
小
学
生
の
内
に
被
爆
し
、
中
学
生
の
時
に
亡
く
な
ら
れ
た
貞
子
さ
ん
は
、
折
鶴

を
千
羽
折
る
と
願
い
が
叶
う
と
聞
き
、
鶴
を
折
り
続
け
て
い
た
。
が
、
そ
の
後
白

血
病
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
彼
女
の
願
い
は
叶
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ど
う
し
て
、
中
学
生
や
小
さ
い
子
ど
も
ま
で
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
。
も
し
、
戦
争
な
ん
か
が
な
け
れ
ば
、
彼
等
は
少
し
で
も
長
く
生
き
て
い
ら
れ

た
の
に
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
夢
を
み
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
学
ん
で
、
も
っ
と

た
く
さ
ん
人
を
愛
し
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
希
望
を
抱
き
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

世
界
を
見
る
事
が
で
き
た
は
ず
な
の
に
。

　
私
は
、
伝
え
て
い
き
た
い
。
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
切
な
さ
を
。
自
分
の
大
切
な

も
の
を
一
瞬
で
失
う
空
し
さ
を
。
戦
争
が
あ
る
限
り
、
人
は
幸
せ
に
は
な
れ
な
い

と
思
う
か
ら
。

　
私
は
、「
皆
が
、
こ
の
世
に
生
き
ゆ
く
全
て
の
生
物
が
幸
せ
に
な
れ
た
ら
」
と

思
う
。
そ
の
た
め
に
、
伝
え
て
い
き
た
い
。
沢
山
の
経
験
を
し
た
い
。
は
や
い
内

に
亡
く
な
ら
れ
た
人
達
の
分
も
生
き
て
、
経
験
し
て
、
沢
山
の
世
界
を
見
て
い
き

た
い
。
彼
等
の
代
わ
り
に
。

　
そ
し
て
、
貞
子
さ
ん
が
他
の
子
に
折
鶴
を
贈
っ
て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
私

は
人
に
笑
顔
を
贈
り
た
い
。
ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
で
も
い

い
か
ら
、
人
を
幸
せ
に
で
き
る
よ
う
に
。

▲メッセージFROMヒロシマ2007実
　行委員報告

― 被爆６２周年原水爆禁止世界大会国際会議広島大会に参加して ―

８月４日→６日に被爆６２周年原水爆禁止世界大会国際会議広島
大会が行われました。富良野市から平和子ども派遣団として参
加した小酒井彩香さんの感想を掲載します。

▲原爆の子の像(貞子の像） ▲原爆ドーム

▲原爆死没者慰霊碑▲資料館前にて ▲被爆三輪車
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市民の声
防災について
（広報８月号防災特集より）
　　　　　　　　　栄町　男性
虚ふれあいセンターとはどこな
のか。
許アンダーパスが通れないとし
たら水害時にどうやって、そこま
でいけるのか。
距富良野高校は、なぜだめなのか。
扇山小と高校との標高差がどれ
だけあるというのか。
鋸防災担当課では、机上でなく、
しっかりとシュミレーションを
していると思いたいが、洪水に
なったときの具体的な避難の仕
方やルートなどが全く触れられ
ていない。

総務課です　　　　　拶３９‐2300
虚富良野市老人福祉センター、富
良野青少年ホールの２施設です。
許栄町からふれあいセンターへ
の経路はアンダーパスだけでは
ないため、災害状況に応じ避難し
ていただくことになります。なお、
避難誘導に関しては、市の避難誘
導員及び消防職員、消防団員、警

察官の協力を得ながら避難誘導
により、自力による避難を原則と
しますが、災害時要援護者等の場
合には車両により移送をします。
さらに、災害が大規模な場合には
北海道並びに自衛隊に派遣要請
を行い車両による移送をします。
距平成15年に旭川開発建設部に
より作成した洪水ハザードマッ
プ（市街地周辺）で50cm程度の標
高差が示されており、富良野高校
周辺は浸水想定区域になること
から、扇山小学校を避難所として
指定をしています。
鋸避難対策計画に関しては、富良
野市地域防災計画（一般災害対策
編）で示された内容を基本にその
時の災害の状況を判断しながら、
迅速かつ合理的な方法で避難誘
導等の対応をします。そのため、
地域とともに防災訓練を行って
いきたいと考えています
２２

犬のフンの処理について
駐　　　　　　日の出町　女性
　堤防や公園で犬のフンが多く
みられます。我家の玄関先でも犬

のフンやオシッコの跡が見受け
られ嫌な思いをしています。富良
野はきれいな町です。本当は飼い
主のマナーの問題だと思います
が、市でも対策ができないもので
しょうか。

環境生活課です　　　拶３９‐２３０８
　富良野市においても、犬のフン
が道路上に放置していることが
見受けられます。特に雪解け時に
散乱していることがしばしばあ
ります。
　市では、飼い犬の登録時や狂犬
病の予防注射の際に虚屋外では
鎖をつけることや許散歩の時の
犬のフンは飼い主がきちんと処
理することなど、犬の正しい飼い
方についてお話しています。また、
犬を飼うマナーについて広報で
随時啓発してきています。
　今後も、犬を飼うにあたっての
飼い主のマナー、モラルについて
啓発しますが、特に飼い主に対し
てお話しする必要があれば個人
指導も行います。

電子メール　
kyoudo-k@city.furano.hokkaido.jｐ

教育委員会東山公民館（東山支
所）
〒０７6‐0202　
富良野市東山あかしや　
志27‐2121　思27‐2268
電子メール　
higasiyama-k@city.furano.hokkaido.jｐ

（審議会等委員の公募）
富良野市農政審議会
委員の任務　
新たな農業計画策定のための審議
募集人員　１名
応募資格　市内在住で各年度３
回程度の会議に参加が可能な方
任　　期　委嘱の日から審議終
了まで（平成１９年１０月末→平成２１
年３月予定）

申込期限　１０月２２日俄
申込方法　所定の申込書に必要
な事項と応募の動機を記入して、
直接または封書、ファックス、電
子メールで提出。
※申込書は、市ホームページまた
は市農林課で配布。
問合せ/意見提出先
経済部農林課
〒０７6‐8555　
富良野市弥生町１番１号　
志39‐2309　思２３‐2122
電子メール　
nousei-k@city.furano.hokkaido.jｐ

融雪施設設置の資金

を補助します

　融雪施設を設置する方に資金
の一部を補助します。

対象となる融雪施設
・融雪槽
・ロードヒー 
　ティング
・融雪機（移動
  式も可）

補助額

　設置費用の５分の１（限度額
１０万円で千円未満切り捨て）

平成１９年度予算
　　　　１５０万円（先着順）

受　付　１１月３０日画まで

　架都市施設課　拶３９‐２３１３
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パブリックコメント手続
（共通事項）
意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方許市内で
働いている方距市内で学んでい
る方鋸市内に事業所がある法人
や団体
提出方法
虚封書・ファックス・電子メール
など書面（様式自由）や録音テー
プでお寄せください。
許担当課窓口に直接提出（公表場
所に設置している意見箱にも）
距意見を提出するときは、住所・
氏名などを記入してください。氏
名などは公表しませんが、記入が
ない意見には回答できない場合
もあります。
原案の公表場所
●行政情報コーナー（市役所１階
市民ロビー）
●山部・東山支所窓口●担当課
●市ホームページ

（市民の意見募集）
学童保育センター設置条例

の一部改正（素案）
意見募集期間　
平成１９年１０月１日俄→１０月２２日俄
改正の理由　
　市では、行政サービスの公平な
利用者負担のあり方を見直すた
め、平成18年3月に「使用料・手
数料の設定基準」を作成し、全て
の使用料・手数料の見直しを進め
ています。
　今回は、この基準に基づき、学
童保育センター 5館（麻町学童保
育センター・桂木町学童保育セン
ター・緑町学童保育センター・東
部学童保育センター・北の峰学童
保育センター）に利用料を導入し、
受益者負担の適正化を行い、併せ
て以前から要望のあった開所時
間の延長、受入体制の整備(児童厚
生員の増員)を行うものです。
　利用料導入に伴い、学童保育セ
ンター設置条例の名称変更、一部
改正、条例施行規則の制定を行う

ものです。
　現行「富良野市学童保育セン
ター設置条例」を改正後「富良野
市学童保育センター条例」に名称
変更。
改正の概要
○富良野市学童保育センター条
例
虚利用料の徴収及び減免の規定
許開所時間及び休所日の規定
距入所の資格、入退所の手続の規
定
鋸富良野市学童センター設置条
例の名称変更
○富良野市学童保育センター条
例施行規則
虚富良野市学童保育センター条
例施行規則の制定
許入・退所手続・決定
距利用料の減免
鋸届出の義務
漁事務手続きに必要な様式の定
め
今後のスケジュール
平成１９年１１月　パブリックコメ
ントの結果公表予定
平成１９年１２月　議会提案・審議
平成２０年４月　実施予定
問合せ/意見提出先
保健福祉部児童家庭課
〒０７6‐0018　
富良野市弥生町１番３号　
志39‐2223　思39‐2222
電子メール　
jidohkatei-k@city.furano.hokkaido.jｐ

山部公民館及び東山公民館

業務の社会教育課への統合

について（素案）
意見募集期間　
平成１９年１０月１日俄→１０月２２日俄
統合の理由　
　公民館は、社会教育法に定めら
れているとおり、一定区域内の住
民のために、生活に即する教育、
学術及び文化に関する各種の事
業を行い、もって住民の教養の向
上、健康の増進を図り、生活文化
の振興、社会福祉の増進に寄与す
ることを目的として設置されて
います。
　富良野市では、公民館として中
央・山部・東山の3館、地区公民
館として扇山に１館を、さらには
地区ごとに公民館分館11館を設

置してきました。
　交通の手段が限られていた時
代には、地区公民館、公民館分館
はそれぞれ地域住民の生活文化
の向上に一定の役割を果たしま
した。
　しかし、現在では、自動車の普
及や交通網の発達より状況は変
わっております。また、公民館分
館としての役割の減少、施設の利
用実態等を判断し、公民館分館に
ついては、すでに平成18年度から
地域会館に移行し、指定管理者に
よる管理を行っております。
　また、現在、市が進めておりま
す「行政改革推進計画」において
は、　効率的、効果的な行政サー
ビスを簡素で能率的な執行体制
で提供することを理念とし、各種
事務事業の見直し（再編・整理・
廃止・統合）を図り、経費節減を
図っております。
　公民館運営においても、この観
点から、山部公民館、東山公民館
の業務については一元的体制に
簡素化し、効果的に公民館業務を
推進しようとするものです。
導入の概要
　山部公民館及び東山公民館の
業務を社会教育課へ統合する。
これに伴う関係条例（富良野市公
民館設置条例及び東山福祉セン
ター設置条例）を整理する。
　公民館業務については、社会教
育課において地区担当制を設け、
一元的に推進する。
地区担当：富良野地区、東部地区、
山部地区、東山地区
今後のスケジュール
平成１９年１１月　パブリックコメ
ントの結果公表予定
平成１９年１２月　議会提案・審議
平成２０年４月　実施予定
問合せ/意見提出先
教育委員会社会教育課
〒０７6‐0018　
富良野市弥生町１番２号　
志39‐23１８　思39‐３５２８
電子メール　
syakai-k@city.furano.hokkaido.jｐ

教育委員会山部公民館（生涯学習
センター）
〒０７9‐1581　
富良野市山部２３４６番５　
志42‐2407　思39‐6161

市民参加手続の
ページ

概要のみ掲載。全文は公表場所で
ご覧ください。
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内
に
設
置
さ
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ

を
中
心
に
、
ぶ
ど
う
踏
み
の
実
演

や
コ
ル
ク
抜
き
選
手
権
、
ワ
イ
ン

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
ワ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
会
場
を
沸
か
せ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
や
ぶ
ど

う
果
汁
、
ふ
ら
の
産
豚
さ
が
り
、

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な

ど
が
格
安
で
振
舞
わ
れ
、
地
元
特

産
品
の
創
作
メ
ニ
ュ
ー
に
訪
れ
た

方
々
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

　
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
の
原
料
ぶ
ど
う

が
収
穫
時
期
を
迎
え
、
美
味
し
い

ぶ
ど
う
の
収
穫
と
富
良
野
市
の
農

産
物
に
感
謝
す
る
祭
り
、「
ふ
ら
の

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り
２
０
０
７
ｉ

ｎ
ま
ち
な
か
」
が
９
月
　
日
、
富

１６

良
野
駅
横
北
公
園
内
で
行
わ
れ
、

市
内
外
か
ら
約
５
０
０
０
人
が
来

場
し
て
賑
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
会
場
を
ワ
イ
ン
工
場
の

あ
る
ぶ
ど
う
ヶ
丘
公
園
広
場
か
ら

中
心
街
に
移
し
て
の
開
催
。
午
前

中
に
小
雨
が
お
ち
て
心
配
さ
れ
た

天
候
も
昼
前
に
は
回
復
し
、
会
場

ふ
ら
の
の
味
覚
を
堪
能
！

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り

　
　
　
２
０
０
７
ｉ
ｎ
ま
ち
な
か

チーズと牛乳を使った創作メニュー

らのチーズ祭りが９月２３日、

チーズ工房で行われ、4０００人を

超える市民や観光客で賑わいました。

会場では、牛乳缶輪投げ＝写真＝など

のイベントのほか、富良野チーズや牛

乳をふんだんに使った模擬店が立ち並

び来場者を魅了。今年４月にオープン

した「ピッツァ工房」では開店と同時

に多くの方が訪れ、本格的なナポリ

ピッツァに舌鼓をうっていました。

ふ

ＳＬの運転室に乗り子どもたちは大歓声

気機関車「Ｄ５１フラヌイ号」の

搭乗会が9月13日に行われ、中

央保育所の園児46名が運転室に乗り

込み真剣な眼差しで説明を聞いてい

ました。保育所の先生は「ＳＬに園児

が乗るのは初めて。静かに話が聞ける

か心配でした」。蒸気機関車保存会の

辻沢寅雄会長は「昔活躍したＳＬのこ

とを子どもたちに伝え、今後も体験搭

乗をしていきたい」と話していました。

蒸
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占冠村
占冠村の紅葉を

見に来ませんか？

　日本にはもう秘境はないと思っ
ていませんか？木々のざわめき、
森の動物たちのささやきなど、占
冠村では本物の自然の息吹を体感
できます。そして見事な紅葉のこ
の時期は、ありのままの美しい自
然が一層皆さんの心と体を癒しま
す。
　カメラに収めるにはピッタリの

大自然が造りだした景観美を、ド

ライブがてら見に来ませんか。

架観光協会　 拶39‐8010

中富良野町
富良野沿線親子

スーパードッジボール大会

　スポーツをとおして親子の交流
を図りませんか？闘志あるチーム
を大募集！！
と　き　１１月２３日画祝日
ところ　総合スポーツセンター
対　象　小学生の部、中学生の部、
　　　　親の部

架公民館　拶４４‐２２０４　

南富良野町

十梨別渓谷の紅葉を

見に来ませんか？

　ナナカマドが赤く色づき、緑と
のコントラストが美しい十梨別渓
谷で大自然を満喫してみませんか。
渓谷を横断する橋の上からの眺め
がおすすめの絶景ポイント！さわ
やかな秋のドライブにぜひお立ち
寄りください。（国道２３７号線金山
市街に案内看板有）

架産業課　 拶５２－2178

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

磯江　啓一さん
　　　　　（瑞穂町）作

　「皆 既 月 食」
８月２８日の皆既月食
です。友人二人と楽し
く、赤く染まるところ
から元に戻って行く
まで 月を撮影してい
ました。神秘的な一時
でした。みなさんも夜
空を眺めて見て下さ
い、きっとやすらげま
すよ。もしよろしけれ
ば私のHPに遊びに来
てください。 
http://members.goo.ne.
jp/home/iso-oto/main 

元の特産品を多くの方に知っ

てもらおうと「富良野地域特産

品フェア」が９月２日に物産センター

で行われ、市民や観光客約２４００人が来

場しました。会場には、飲食物や工芸

品、野菜の直売所など２３のブースを設

置。今年もふらの牛乳の無料提供も行

われ、大勢の方が富良野地域の特産品

を満喫しました。今回も収益金の一部

が地域活動団体に寄付されます。

地

富良野地域の特産品を堪能！

寿を祝う東山地区の長寿祝賀

会が９月２１日、７０人のお年寄り

を迎え行われました。主催者、来賓の

あいさつの後、白寿（２名）、米寿

（７名）、長寿（１９名）の方に記念品を

贈呈。祝賀会では参加者によるカラオ

ケが行われ、楽しい時間を過ごしまし

た。今年白寿を迎えた幕田司さんは

「趣味の歌をうたうことが長寿の秘

訣」と笑顔で話してくれました。

いつまでもお元気で、東山で長寿祝賀会

上富良野町

第４４回上富良野町総合文化祭

　菊花盆栽、一般作品の展示をは
じめ、音楽発表会、芸能発表会な
ど様々な催しが開催されます。
　芸術の秋、地域の文化にふれて
心も豊かに！
　多くのご来場お待ちしています。

と　き　１１月２日画→４日蚊
ところ　社会教育総合センター

架教育員会　拶45‐5511

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問合先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

長
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 譲
り
ま
す
 

捌
綿
入
丹
前
捌
電
気
コ
タ
ツ
捌
剣
道
着

（
小
学
生
）
捌
灯
油
タ
ン
ク（
室
内
用
）
捌

布
団
袋
捌
食
器
棚
捌
子
ど
も
用
ブ
ラ
ン

コ
（
外
用
）
捌
自
転
車
（　

イ
ン
チ
）

２０

捌
室
内
照
明
器
具
捌
石
油
ス
ト
ー
ブ

（
煙
突
タ
イ
プ
）
捌
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
一
式

（
女
性
用
）

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
ミ
シ
ン
捌
靴
箱
捌
ソ
フ
ァ
ー
捌
釣
道

具
一
式
捌
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
捌
ア
イ
ロ
ン

捌
綿
入
組
座
布
団
捌
あ
ん
ま
機

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、環境生活課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

マルチ商法‐２４時間風呂装置  （２０代　女性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月→金曜日 午前１０時→午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

富良野市へ

  　  桜苗木　１０本北斗七星の会

  金　１０万円児島応龍

寿光園へ

着物布　１０㎏渡辺寛子（若葉町）

手芸用わた　２㎏

生涯学習センターへ

墨絵　１点小助川あやを（山部）

順不同・敬称略

とても仲の良い友達に良い話があるからと誘われ
て一軒家に案内されました。そこには友人と他に

知らない人がいて何の話か？と思っていると、２４時間風
呂装置をぜひ買って欲しいと勧められました。金額は３０
万円ほどするがとても良い物だから損は無いと３時間
以上も説得されました。あまりにも高くて買えないと言
うと、あなたが友達を誘ってこの商品を売れば元が取れ
るほど儲かるのであなたの負担は無くなると言われま
した。でもそれはおかしいと思ったので契約はしません
でした。その後、友達から何度も誘われて説明されるの
ですが私はよく解かりませんし、このままでは友情もこ
われそうです。どうしたらよいでしょうか。

相談者にマルチ商法の問題点として
虚販売組織に加入させられ大量の商品を持たされるた
め、多額のローンと商品在庫に悩むことが予想されます。
許知人、友人を紹介するので限界があり、友情関係にも
ヒビが入ります。
距説明どおりの順調な利益が得られないことがほとん
どです。
　今後もしつこく勧誘してくる可能性もあるので、契約
するつもりが無ければきっぱりと断ること、また友人も
解約する気持ちになった時はセンターにご相談くださ
い（クーリング・オフ期間は２０日間です）

包丁などの台所用品で柄の部分がプラスチックで出来ている
ものは、何ごみに出せばいいのですか？Ｑ
金属類で出してください。金属類の収集日は、空き缶と同じ日になり
ます。透明袋に入れてごみステーションに排出してください。刃の部

分は、新聞紙などで包み「刃物」と表示してください。最近、固形燃料ご
みに金属類の混入が目立ち、機械のトラブルが増加しています。固形燃料
ごみに金属類は、絶対入れないでください。

Ａ

富良野に転勤して来たのですが、今まで生ごみは、「燃えるご
み」に出していました。富良野では、固形燃料ごみ（黄色袋）

に出してもいいのですか？

Ｑ

生ごみを固形燃料ごみ（黄色袋）に出すことは出来ません。分別して
生ごみ専用袋を使い、生ごみの収集日に出してください。固形燃料ご

みは、紙くずや紙製品、布・革・ゴム製品、小さな木製品、容器包装以外
のプラスチック類が対象になります。これらは、ボイラー用燃料に利用さ
れています。また、分別した生ごみは堆肥化して農地に利用されています。

Ａ
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

れ
て
い
ま
す
が
、
難
聴
の
自
覚
よ

り
耳
閉
塞
感
が
強
い
よ
う
で
す
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
聞
こ
え

の
神
経
は
一
度
悪
く
な
る
と
普
通

は
改
善
し
な
い
の
で
す
が
、
急
性

の
内
耳
性
聴
力
障
害
に
関
し
て
は

早
期
に
治
療
す
れ
ば
難
聴
、
そ
れ

に
伴
う
耳
鳴
り
が
治
る
可
能
性
が

高
く
、
早
期
に
検
査
な
ど
を
行
っ

た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

次
に
慢
性
の
聴
力
障
が
い
に
つ

い
て
で
す
が
、
加
齢
に
伴
う
老
人

性
難
聴
（
非
常
に
個
人
差
が
あ
り

ま
す
）、う
る
さ
い
職
場
で
何
年
も

働
い
て
い
た
こ
と
に
よ
る
騒
音
性

難
聴
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
普
通
両
側
性
に
み
と
め
ら
れ
る

の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
治
療
で

聴
力
が
改
善
す
る
こ
と
は
期
待
で

き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
こ
の
よ
う
な

慢
性
の
聴
力
障
が
い
に
伴
う
耳
鳴

り
は
な
か
な
か
よ
く
な
り
づ
ら
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
投
薬
で
改
善

す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す

が
、
前
回
お
話
し
た
よ
う
に
耳
鳴

り
と
付
き
合
っ
て
い
く
考
え
方
も

必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
聴
力
障
が

い
を
伴
う
耳
鳴
り
に
関
し
て
は
な

ぜ
聴
力
が
悪
く
な
っ
た
か
を
知
る

こ
と
が
大
切
で
、
早
め
に
聴
力
検

査
な
ど
を
行
っ
た
ほ
う
が
よ
い
場

合
が
多
い
で
し
ょ
う
。

富良野医師会　理事　林　浩 ●耳鳴りの話②

　

前
回
は
耳
鳴
り
に
対
し
て
の
考

え
方
・
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
聴
力

障
が
い
を
伴
う
耳
鳴
り
が
多
い
こ

と
を
お
話
し
た
と
思
い
ま
す
。
聴

力
障
が
い
を
起
こ
す
病
気
は
た
く

さ
ん
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
に
つ
い

て
は
説
明
で
き
ま
せ
ん
が
、
早
期

に
発
見
し
て
治
療
す
る
こ
と
に
よ

り
耳
鳴
り
が
改
善
す
る
も
の
も
あ

り
、
そ
の
い
く
つ
か
の
疾
患
に
つ

い
て
お
話
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

聴
力
の
障
が
い
は
、
外
耳
（
耳

垢
の
た
ま
る
穴
）・
中
耳
（
鼓
膜
の

奥
・
中
耳
炎
に
な
る
と
こ
ろ
）・
内

耳
（
聞
こ
え
の
神
経
）
の
い
ず
れ

の
病
気
で
も
起
こ
り
ま
す
が
、
注

意
が
必
要
な
の
は
内
耳
の
病
気
で

す
。
内
耳
の
障
が
い
に
つ
い
て
は
、

２
つ
に
分
け
て
考
え
る
と
わ
か
り

や
す
い
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

急
性
の
聴
力
障
が
い
と
慢
性
の
聴

力
障
が
い
で
す
。

　

急
性
の
障
が
い
は
ほ
と
ん
ど
が

片
方
の
耳
で
起
こ
る
の
で
す
が
、

あ
る
日
突
然
聞
こ
え
が
悪
く
な
る

突
発
性
難
聴
（
ほ
と
ん
ど
が
原
因

不
明
）
や
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で

の
大
き
い
音
の
た
め
に
な
る
音
響

性
難
聴
、
メ
ニ
エ
ー
ル
病
の
仲
間

と
い
わ
れ
て
い
る
低
音
障
害
型
難

聴
（
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
き
っ
か
け

で
発
症
す
る
場
合
が
多
い
と
い
わ

４月生まれの男

の子です！

田村　 茜怜麦 さん
あ　れ　む

新富町

「９月３０日で（恵子ちゃん）

３歳になりました。

お誕生日おめでとう！」

大平 恵大平　恵子子さんさん（２歳）（２歳）　

信信明明ささんん（６カ月（６カ月））

光光明明ささんん（４歳）（４歳）　
学田３学田３区区

左から
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し
て
く
だ
さ
い
。

架
環
境
生
活
課　拶

３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

秋
の
輸
送
繁
忙
期
の
　
　
　

交
通
安
全
運
動

　
　

月　

日
→　

日
の　

日
間

１０

１９

２８

１０

重
点
事
項

虚
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
防
止
と

過
労
運
転
の
防
止

許
薄
暮
時
の
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

距
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

徹
底

事
故
防
止
の
た
め
に
〜
夜
光
反
射

材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
当
た
る

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

ク
リ
ー
ン
ふ
ら
の
　
　
　
　

　
秋
の
地
域
環
境
美
化
運
動

　

美
し
く
清
潔
で
住
み
よ
い
「
資

源
循
環
型
の
ま
ち
ふ
ら
の
」
を
つ

く
る
た
め
に
、
町
内
会
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日　
　

月　

日
俄
→　

日
俄

１０

１５

２２

対　

象　

地
域
の
道
路
や
公
園
な

ど
の
落
ち
葉
や
散
乱
ご
み
が
対
象
。

申
込
み　

実
施
計
画
書
を
環
境
生

活
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

ゴ
ミ
袋
を
提
供
し
ま
す
。

ご
み
に
つ
い
て
は
町
内
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
通
常
ど
お
り
排
出

と
光
を
反
射
さ
せ
る
夜
光
反
射
材

が
あ
り
ま
す
。
リ
ス
ト
バ
ン
ド
・

反
射
シ
ー
ル
・
反
射
材
付
き
バ
ッ

ク
な
ど
、
各
種
の
夜
光
反
射
材
を

利
用
し
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

架
環
境
生
活
課　拶

３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

火
は
見
て
る
　
あ
な
た
が
離

れ
る
　
そ
の
時
を

　

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か

ら
発
生
し
ま
す
。
普
段
か
ら
防
火

に
対
す
る
心
が
け
が
重
要
で
す
。

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

【
３
つ
の
習
慣
】

虚
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
。

許
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

距
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

虚
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

許
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す

る
。

距
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る
。

鋸
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

　

暖
房
機
器
な
ど
の
使
用
に
よ
り
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
使
用
前
に
清
掃
や
点

検
な
ど
を
実
施
し
、
火
の
用
心
を

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

架
消
防
本
部
予
防
課　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

　

道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所

に
よ
る
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
俄
午
後
１
時

１１

１２

→　

日
牙
正
午

１５
と
こ
ろ　

旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」（
宮
前
通
東

いつか陽のあたる
場所で
　　　　　乃南　アサ

ご近所の噂話にビクリ
とし、警官の姿を見ては
ドキリとする。ワケあっ
て下町は谷中で新生活
を始めた芭子と綾香。２
人に降りかかる霧はい
つの日か晴れるのだろ
うか新シリーズ登場。

●児童書（新着）
矢玉　四郎はれときどきアハハ
かさい　まりつきのよるのものがたり

●一般書（新着）
赤川　次郎幽霊相続人
角田　光代予定日はジミー・ペイジ
伊集院　静ヴィンテージ・セブン

架図書館　拶２２‐３００５

定例休館日　　毎週月曜日　
特別休館日　　２日峨→６日臥、９日峨

２階多目的ホール　
　１０日我　午前１０時から
　昭和のタイムスリップ展
　１３日臥　午前１０時３０分から　おはなし会
　１４日蚊　午前１０時から午後４時　古本市
２階展示コーナー　
　１０日我→１４日蚊
　高瀬幸子パッチワーク・キルト合同作品展
　１６日峨→３０日峨　図書館利用サークル展
１階おはなしコーナー
　毎週水曜日午後３時から
　どんぐりおはなし会 

開館時間　火→金曜日　午前１０時→午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時→午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本

ハイランハイランドド
臨時休館臨時休館日日のおのお知知らせらせ

1111月月55日日鰹鰹月月 →→77日日鰹鰹水水 
機械設備点検のため休館いたしま機械設備点検のため休館いたしますす

鰹鰹問問 ハイランドふらのハイランドふらの　拶拶２２２２‐５７００‐５７００
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と　こ　ろと　　　き（１０月）
コープさっぽろ
富良野店

１０：００→１３：００
１４：００→１６：００

１２日画

ふらの農協山部支所１０：００→１１：４０
１５日俄

旭川信金富良野支店前１３：００→１６：００
商工会議所前１０：００→１１：４５

１６日峨 富良野農協本所１３：００→１４：３０
富良野緑峰高校１４：５０→１６：００
富良野市役所１０：００→１４：００

１７日我
新富良野プリンスホテル前１４：３０→１６：００

４
１
５
５
番
地　

）
３０

内　

容　

知
的
障
が
い
の
方
の
療

育
手
帳
の
交
付
の
可
否
及
び
障
が

い
程
度
の
判
定
。
そ
の
他
専
門
的

相
談
な
ど
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。　

月　
１０

１５

日
俄
ま
で
に
福
祉
課
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
　
　

　
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
方
々
の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ

り
国
が
作
っ
た
制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働

く
労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た

と
き
に
建
退
共
か
ら
支
払
う
と
い

う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職

金
制
度
で
す
。

架
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

拶
０
３
‐
５
４
０
０
‐
４
３
１
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

「
ほ
く
と
く
ん
防
犯
メ
ー
ル
」

に
つ
い
て

　

北
海
道
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安

心
な
地
域
づ
く
り
推
進
会
議
で
は
、

犯
罪
の
被
害
か
ら
子
ど
も
を
守
る

た
め
、
不
審
者
な
ど
に
よ
る
声
か

け
事
案
や
犯
罪
の
発
生
・
防
犯
対

策
情
報
な
ど
を
予
め
登
録
し
て
い

た
だ
い
た
方
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
に
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
サ
ー

ビ
ス
（
通
称
名
「
ほ
く
と
く
ん
防

犯
メ
ー
ル
」）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
子
ど
も
達
を
犯
罪
の
被
害

か
ら
守
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

登
録
資
格　

ど
な
た
で
も
登
録
で

き
ま
す
。（
通
信
料
は
利
用
者
の
負

担
に
な
り
ま
す
。）

配
信
情
報　

子
ど
も
に
対
す
る
声

か
け
事
案
な
ど
の
不
審
者
情
報
、

通
り
魔
事
件
や
路
上
強
盗
、
ひ
っ

た
く
り
な
ど
の
発
生
と
そ
の
防
犯

対
策
情
報
な
ど
。

登
録
方
法　

パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電

話
か
ら
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
か
パ
ソ
コ

ン
・
携
帯
電
話
に
ア
ド
レ
ス
を
入

力
し
て
防
犯
メ
ー
ル
登
録
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
ま
す
。

ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
m
g.police.pref

        
 
 
  
 
             .  

hokkaido.lg.jp

              /  

架
富
良
野
警
察
署

拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

献
血
は
身
近
な
　
　
　
　
　

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

左
記
の
日
程
で
採
血
車
「
ひ
ま

わ
り
号
」
が
来
市
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

架
保
健
課　

拶
３
９
‐
２
２
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

赤
い
羽
根
共
同
募
金

期　

間

　
　

月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で

１０

１２

３１

　

赤
い
羽
根
で
お
な
じ
み
の
共
同

募
金
運
動
は
、
み
な
さ
ん
支
え
ら

れ
て
、
今
年　

回
目
を
迎
え
ま
し

６１

た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、

民
間
の
社
会
福
祉
活
動
の
た
め
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
へ
の
食

事
提
供
サ
ー
ビ
ス
、
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
方
々
の
社
会
参

加
支
援
や
在
宅
介
護
を
し
て
い
る

方
々
の
た
め
の
介
護
技
術
講
習
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
活
動
支

援
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

架
北
海
道
共
同
募
金
会
富
良
野
支

会
（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
い
ち

い
内
）　
  　

拶
３
９
‐
２
２
１
５

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

市
民
植
樹
祭

と　

き　
　

月　

日
臥

１０

２７

　
　
　
　

午
前　

時
→　

時

１０

１２

と
こ
ろ　

ベ
ベ
ル
イ（
布
礼
別
原
始

の
泉
周
辺
）

１０月１０日鰹水 →１１月１日鰹木 

 図書館まつり 

○清水秀夫8㎜ フィルム甦る昭和の情景　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　１０月１０日我

○高瀬幸子展　　　　　　　　　１０日我→１４日蚊

○昭和のタイムトリップ展　　　１０日我→２１日蚊

○面白仕掛け絵本展　　　　１０日我→１１月１日牙

○絵本ワールド５００展・世界の絵本展　

　　　　　　　　　　　　　　　１６日峨→２８日蚊

○弥生パステル絵画・絵手紙・押し花展　

　　　　　　　　　　　　　　　１６日峨→３０日峨

○俳句・俳画・短歌・詩展　　　１６日峨→３０日峨

○絵本・紙しばい読み聞かせの集い　　　１３日臥

○古本市（１人１０冊　無料）　　　　　　  １４日蚊

○押し花栞作り教室　（無料）　　　　　　２０日臥

○手づくり絵本作り（材料費７００円）　　　２０日臥

○紙すき・絵手紙教室　（無料）　　　　　２８日蚊

○かたりべ子どもおはなし会　　　　　　２７日臥

○どんぐりおはなし会　

　　　　　　　１０日我・１７日我・２４日我・３１日我

○後藤竜二（児童文学者）講演会　　１１月１日牙

架図書館　拶２２‐３００５
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講
座
・
講
習

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

危
険
物
取
扱
者
試
験
・
危
険

物
取
扱
者
保
安
講
習

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類　

甲
種
・
乙
種
（
第

１
→
６
類
）・
丙
種

と　

き　
　

月　

日
蚊

１１

１８

と
こ
ろ　

旭
川
市
ほ
か

申
込
み　
　

月　

日
我
ま
で

１０

１０

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

と　

き　
　

月　

日
画

１１

１６

　

一　

般　

　
　

午
前
９
時　

分
→　

時　

分

３０

１２

３０

　

給　

油

対　

象　

市
民

持
ち
物　

ス
コ
ッ
プ
・
軍
手

申
込
み　
　

月　

日
牙
ま
で
に
、

１０

２５

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
（
住
所
・

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
）
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

架
農
林
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
９

　
　
　
　
　

胃
２
３
‐
２
１
２
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

口
腔
衛
生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
　

ふ
ら
の
い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

と　

き　
　

月　

日
臥

１０

１３

　
　
　
　

午
後
１
時
→
３
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館

口
腔
衛
生
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

内　

容　

歯
科
検
診
・
歯
科
ド
ッ

ク
（
口
臭
測
定
・
だ
液
検
査
・
咬

合
力
測
定
）・
幼
児
、
小
学
生
の
手

形
模
型

詳
細
は
各
歯
科
医
院
へ
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

ふ
ら
の
い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

対　

象　

現
在
虫
歯
の
な
い
次
の

生
年
月
日
に
該
当
す
る
お
子
さ
ん

（
平
成　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成

１３

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

１５申
込
み　
　

月
５
日
画
ま
で
に
、

１０

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
（
お
子

さ
ん
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・

保
護
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
）

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

架
富
良
野
保
健
所
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
３
１
６
１

　
　
　
　
　

胃
２
３
‐
３
１
６
３

　
　

午
後
１
時　

分
→
４
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

旭
川
市

受
講
対
象
者　

虚
危
険
物
取
扱
者
の
う
ち
、
現
に

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
方
は
、
３
年
以
内
に
受
講
が

必
要
で
す
。

許
危
険
物
取
扱
作
業
を
従
事
す
る

こ
と
と
な
っ
た
方
に
つ
い
て
も
１

年
以
内
の
受
講
が
必
要
で
す
。

申
込
み　
　

月
６
日
峨
ま
で

１１

そ
の
他　

滝
川
市
で
も
開
催
し
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

架
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売
払
い

売
払
い
す
る
財
産

物
件
番
号
１

　

旧
食
品
工
業
団
地
内

虚
住
所　

富
良
野
市
字
下
五
区

許
土
地

　

地
番　

富
良
野
市
７
４
５
２
番

　
　
　
　

１

　

地
目　

雑
種
地

　

面
積　

１
５
１
３
６
㎡

距
最
低
売
払
予
定
価
格

　
　
　
　
　
　

５
８
２
万
９
千
円

鋸
現
地
説
明
会

　
　

月　

日
峨　

午
後
１
時　

分

１０

２３

３０

漁
入　

札

と　

き

　
　
　
　

月
９
日
画　

午
前　

時

１１

１１

と
こ
ろ　

市
役
所
大
会
議
室

入
札
保
証
金　

入
札
額
の
１
０
０

分
の
５
以
上
を
事
前
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

入
札
参
加
申
込

　
　

月
６
日
峨
ま
で
に
財
政
課
へ

１１
申
込
み
く
だ
さ
い
。

公
募
抽
選
に
よ
る
貸
付

貸
付
を
す
る
物
件

　

旧
農
業
高
校
教
員
住
宅

虚
住
所　

富
良
野
市
字
山
部
９
町

　
　
　
　

内

許
土
地

　

地
番　

富
良
野
市
字
山
部
２
３

　
　
　
　

０
０
番
１
６
４

　

地
目　

宅
地

　

面
積　

４
６
０
・　

㎡
３０

距
建
物　

１
棟

　

構
造　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

　

床
面
積　
　

・　

㎡

５９

６２

　

建
築　

昭
和　

年　

月

４９

１１

貸
付
価
格　

月
額
１
９
５
５
０
円

※
貸
付
物
件
に
つ
い
て
は
、
現
状

で
の
貸
付
と
し
ま
す
。

鋸
現
地
説
明
会

　
　

月　

日
俄　

午
前　

時

１０

２２

１０

漁
抽
選
会

と　

き

　
　

月　

日
我　

午
前　

時

１０

３１

１０

と
こ
ろ　

市
役
所
第
３
会
議
室

公
募
抽
選
参
加
申
込

　
　

月　

日
峨
ま
で
に
財
政
課
へ

１０

３０

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
各
売
払
い
、
貸
付
に
関
す
る
詳

細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

市の土地建物を
売払い、貸付します

未利用財産利活用方針で売払処分、

貸付の決定をした、次の市有財産

を売払、貸付をいたします。

鰹問 財政課　拶３９‐２３０６

富良野市男女共同参画出前セミナー

　「男女がともに社会の対等なパートナーとして、
互いの人権を尊重しあう社会」そのためには個性
と能力を十分に発揮できる男女共同参画の視点
や取り組みが不可欠です。みなさんいっしょに考
えてみませんか。

と　き　１０月２２日俄　午後６時→８時
ところ　文化会館大会議室
講　演
　「自分を磨き、組織を磨き、　地域を磨く」
講　師
　元北海道副知事　有限会社アールズセミナー
　代表取締役　佐々木　亮子氏
参加対象　市民及び沿線住民
入場料　無　料
申込み　環境生活課まで電話で申込みください。

環境生活課　拶３９‐２３０８
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年年金金だだよよりり
社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が
送付されます。
　国民年金保険料について社会保険料控除
の適用を受ける場合には、社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書の添付が義務付けら
れています。
　平成１９年中に国民年金保険料を納付され
た方には、控除証明書が１１月または翌年２月
に送付されます。年末調整や確定申告の際に
は、控除証明書や領収書が必要となりますの
で、大切に保管してください。
付加年金を納付しませんか？
　老後により高い老齢基礎年金を受けたい
と考えている方のために、毎月の保険料のほ
かに付加保険料を上乗せして納めることが
できます。付加保険料の額は１カ月４００円と
なり、納めることのできる対象の方は第１号
被保険者または任意加入被保険者の方とな
ります。ただし、保険料の免除を受けている
方や国民年金基金の加入員の方は付加保険
料を納付することはできません。
　この付加年金は、老齢基礎年金の受給権を
得た月の翌月から死亡した月まで支給され、
老齢基礎年金の繰上げ支給、または繰下げ支
給を受けると、付加年金額もその減額率およ
び増額率に応じて減額・増額されます。
　第１号被保険者については、第２号被保険
者とは違い、基本的には老齢基礎年金の上乗
せの給付がありませんので、将来の生活設計
に合わせて、この付加年金の制度などを利用
されてはいかがでしょうか。
保険料の支払いはお忘れなく

架市民課　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１７年１０月生まれ(満６５歳)の方は、誕生
日の前日以降に手続きをしてください。
　厚生年金の受給者は、誕生月に送られてく
るはがきが、基礎年金の手続きになりますの
で、改めて手続きする必要はありません。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所③番窓口にお越しください。
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･
･
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･・・・・・・・・

日
赤
救
急
法
救
急
員
　
　
　

養
成
講
習

　

思
い
が
け
な
い
事
故
や
病
気
か

ら
自
分
自
身
を
守
り
、
急
病
人
や

け
が
人
を
正
し
く
救
助
し
て
医
師

や
救
急
隊
員
に
引
き
継
ぐ
ま
で
の

応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ

の
知
識
と
技
術
を
学
び
ま
す
。

と　

き　
　

月（
全
日
講
習
必
須
）

１１

　

３
日
臥
午
後
１
時
→
５
時

　

４
日
蚊
午
前
9
時
→
５
時

　
　

日
臥
午
後
１
時
→
５
時

１０

　
　

日
蚊
午
前
９
時
→
５
時

１１
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

満　

歳
以
上
の
方

１５

定　

員　
　

名
（
先
着
）

２０

教
材
費　

３
０
０
０
円

申
込
み　
　

月　

日
我
ま
で

１０

２５

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

募

集
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平
成
　
年
成
人
式

２０

と　
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平
成　

年
１
月　

日
蚊

２０

１３

　
　
　
　

午
後
２
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者　

昭
和　

年
４
月
２
日
→

６２

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

６３※
学
生
な
ど
で
、
住
民
票
を
富
良

野
市
外
に
異
動
し
て
い
る
方
も
対

象
に
な
り
ま
す
。
実
家
が
市
内
に

あ
り
、
帰
省
し
て
成
人
式
に
出
席

を
希
望
す
る
方
は
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

※
住
民
票
が
市
内
に
あ
る
方
は
申

し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
成
人
代
表
者（
企
画
ス
タ
ッ
フ
）

を
募
集

　

自
分
た
ち
の
成
人
式
を
自
分
た

ち
で
演
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
み

な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
成
人
式

を
盛
り
上
げ
ま
す
！

対　

象　

新
成
人
８
名
程
度

内　

容　

式
典
前
に
２
回
程
度
会

議
を
開
き
、
成
人
式
の
内
容
・
役

割
を
協
議
し
ま
す

申
込
み　
　

月　

日
画
ま
で
に
文

１０

２６

化
会
館
ま
で
電
話
か
窓
口
で
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

思
い
出
の
写
真
を
募
集

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
思
い
出

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
式
典
当

日
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
（
使
い
方
は
企
画
ス
タ
ッ
フ

会
議
で
決
ま
り
ま
す
）（
昨
年
は
ス

ラ
イ
ド
映
像
と
し
て
使
い
ま
し

た
）

●
募
集
す
る
写
真　

　

誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の
写
真　

※
１
人
５
点
ま
で
で
使
用
し
た
写

真
は
返
却
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

　

文
化
会
館
ま
で
郵
送
か
直
接
持

参
（
郵
送
の
場
合
は
返
送
先
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
）

架
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

富良野富良野市市リサイクルフェリサイクルフェアア

リサイクルマーケット

　廃棄物より出た衣料品（洗濯済）約３０００枚、粗大
系廃棄物約５０点を販売します。

ごみ相談室

　普段からの疑問な点やご意見など、ごみに関する
ことならなんでも相談ください。

緑峰高校家電ジャー

　緑峰高校家電ジャーによる家電製品の公開修理・
修理相談を行います（当日家電製品の持込修理は出
来ません）

フリーマーケット

　一般フリーマーケットの参加者を募集します。出
展料は５００円、先着３０名となっています。

問合せ/会場　リサイクルセンター（山部西２０線２１番地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　拶４２‐２１０２

１０月２８日鰹日 　午前１０時→午後２時

ごみを減らす取り組みに向けて
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生
や
地
域
の
方
々
か
ら
愛
さ

れ
て
い
る
校
舎
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

９
月
に
は
、
こ
の
校
舎
を

使
っ
て
、
映
画
「
火
垂
る
の

墓
」
の
ロ
ケ
が
行
わ
れ
る
予

猫
の
鼻
乾
ひ
て
を
り
し
残
暑
か
な

武
部
　
洋
子

打
ち
上
げ
の
花
火
の
如
く
万
華
鏡

山
田
ク
ニ
子

今
少
し
生
き
る
つ
も
り
の
夏
炉
焚
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
代
　
満
恵

骨
太
き
手
で
付
け
ら
る
る
赤
い
羽
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
澤
か
を
り

暮
れ
迫
る
窓
辺
の
ち
ち
ろ
も
つ
れ
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
倉
は
す
え

寝
落
つ
ま
で
蟋
蟀
に
耳
あ
そ
ば
せ
り

上
坂
　
睦
美

平
和
橋
朝
の
し
じ
ま
を
岩
つ
ば
め

清
流
の
上
親
子
と
び
交
ふ
　
　
　
　
　
中
島
　
芙
蓉
　

網
戸
越
し
蝉
の
声
の
み
聞
こ
え
く
る

し
づ
か
な
午
後
の
ひ
る
寝
の
一
刻
　
　
村
上
　
ユ
ミ

お
み
こ
し
の
渡
御
の
楽
の
音
遠
く
近
く

き
こ
え
て
穏
し
秋
の
祭
り
日
　
　
　
　
富
永
ス
ミ
子

海
鳴
り
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
か
遠
き
日
の

砂
さ
ら
さ
ら
と
か
が
や
く
真
昼
　
　
　
雪
原
　
一
世

廃
院
の
ビ
ル
撤
去
さ
れ
現
れ
し
山
よ
り

ま
つ
す
ぐ
に
来
る
秋
の
風
　
　
　
　
　
森
高
　
緑
子

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日→金曜日　
　　　　　　　　　午前８時→８時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　１０月２７日臥　午前１０時→１０時４５分

　

市
立
西
脇
小
学
校
の
校
舎

は
、
建
築
家
の
内
藤
克
雄
さ

ん
に
よ
る
設
計
で
昭
和　

年
１２

に
竣
工
。
当
時
、
播
州
織
産

業
の
発
展
な
ど
も
あ
り
、
多

く
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

⑩

た
。

　

現
在
、
３
棟
あ
る
２
階
建

て
の
木
造
校
舎
に
は　

教
室

２５

あ
り
、
現
在
も
授
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
だ
け
で
な
く
、
卒
業

定
で
す
。

（
広
報
に
し
わ
き
９
月
号
よ

り
）

　

西
脇
小
学
校

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ


